
平成１７年度当初予算協議項目一覧平成１７年度当初予算協議項目一覧平成１７年度当初予算協議項目一覧平成１７年度当初予算協議項目一覧 教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会
（単位：千円）

1 【歳入】
県立高等学校等授業料改定
［教育財務課］

5,285,197 5,180,053 5,180,053 地方交付税単価の改定（16年度）に伴い、次のとおり単価改定を実施
例年、地方交付税単価改定の翌年度に単価改定
　・全日制（月額）9,300円→  9,600円
　・定時制（月額）2,500円→　2,600円
　・通信制（単位）　290円→　　300円
　・専攻科（月額）9,300円→  9,600円

2 【歳入】
博物館施設（博物館、美術館、現代陶
芸美術館）の特別展観覧料無料化
［社会教育課］

29,657 37,182 37,182 博物館、美術館、現代陶芸美術館における特別展観覧料において児童生
徒（小・中・高）を無料とする。
　・平成17年4月1日より実施
　・教育効果及び集客効果を期待

3 スクールカウンセラー設置費
スクールカウンセラー事業推進費
［教育財務課］

215,261 256,142 256,142   学校のカウンセリング機能の充実を図るため、臨床心理士等をス
クールカウンセラーとして、中学校に配置する。
（設置費）219,915
（推進費）36,227
  配置校数 143校 → 194 校（全校配置）
（国庫補助率：1/2）

4 県選奨生奨学金
［教育財務課］

214,320 240,594 240,594   学業成績が優秀でありながら、経済的理由による修学困難なもの
に対する修学資金の貸付け
拡充：通学費高額負担者へ貸与月額の拡充を実施
   　[18,000円→23,000円、30,000円→35,000円]
財源【国庫25,776、諸収入168,147】

5 少人数指導及び少人数学級指導教
員（県単定数）
［学校人事課］

国定数335人
県単　 117人

国定数396人
県単　  78人

国定数396人
県単　  78人

［少人数指導］
必要な全ての学校で基本３教科（小学：国・算・理、中学：英・数・
理）を中心とした習熟度別等の少人数指導を実施（H13～）
　・実施目的　　学習意欲・基礎学力の向上
　・実施内容　　小１～中３全学年の20人程度の学習集団で実施
　・要求定数　　国定数  335人→369人
　　　　　　　　県単定数117人→ 56人
　　　　　　　　  [計]  452人→425人
　・他県状況　　H17：本県含む2都県で実施

［少人数学級］
少人数指導を継続しつつ集団生活を行う上でのルールと学ぶ基礎を身に
つけさせるために少人数学級を導入（H17～）
　・実施目的　　基本的な学習習慣、生活習慣の体得
　・実施内容　　全小学校１年生に導入（１学年２学級以上の学校）
　　　　　　　　35人以下の学習集団で実施
　・要求定数　　国定数    0人→ 27人
　　　　　　　　県単定数  0人→ 22人
　　　　　　　　　[計]　　0人→ 49人
　・他県状況　　H17：本県含む44道府県で実施
　　　※少人数指導と少人数学級を併せて行うことは全国初

１８年度以降の県単定数のあり方について検討する
こと。
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6 資質向上研修等代替非常勤講師設
置費
［学校人事課］

135,000 90,878 90,878 資質向上研修受講教員の代替職員にかかる経費
小学校  ［３２人  →  ２４人］
中学校  ［１４人  →  １１人］
高校　  ［１０人  →  ３人］
盲聾学校［１人  →  １人］
養護学校［３人  →  １人］　　　　　合計［６０人  →  ４０人］

7 学校建設事業費
［教育財務課］

9,460,000 9,348,847 7,800,000 学校建設事業費とは県立学校の施設整備、大規模修繕等に要する予算で
あり、複数年での予算枠の平準化に配慮し、事業の優先順位により実施
　・　・　・　・耐震枠　県立学校耐震化整備方針に基づき床面積200㎡以上で耐震診
　　　　　　断がＣ・Ｄ・Ｅランクの建物に耐震補強工事を実施。
　　　        H16　4,900,000　→　H17　3,500,000(3,701,419)
　　　　※17年度までに全着手、18年度完了
　　　　※耐震補強工事のピークを過ぎたことにより減
　　　　※耐震補強総額(H10～)8,907,998千円

　・特別枠　養護学校の狭隘化解消等のため養護学校５ヶ年計画を策定
　　　　　　し、計画に基づき実施。
　　        　H16　　260,000　→　H17　　　　  0(  447,606)
　　　　※整備校数の増により要求増[H16郡上→H17大垣・飛騨・恵那]
　　　　　【H17の主な要求箇所】
　　　　　　大垣養護高等部改修                 0(   55,339)
　　　　　　飛騨養護中等部増築                 0(  317,466)
　　　　　　恵那養護小・中学部増築             0(   74,801)

　・通常枠　校舎耐震改築、生徒いきいきプランに伴う整備、産業教育
　　　　　 振興校舎整備、その他学校施設の改修
　　　        H16　4,300,000　→　H17　4,300,000(5,199,822)
　　　　※いきいきプランに伴う校舎整備がピークを迎えるため増
　　　　※通常枠のうち、227,930は16年3補前倒し分（15ヶ月予算）
　　　　　【H17の主な要求箇所】
            校舎耐震改築 　　　　        486,965(  495,019)
　　　　　　 うち岐阜高校ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ経費         0(    2,663)
　　　　　　生徒いきいきプラン         2,605,719(3,036,505)
　　　　　　 うち中等教育学校施設整備          0(  430,786)
　

【耐震枠】3,500,000(3,701,419)
　昨年と同じ予定価格率を利用して算出した額を計
上する

【特別枠】　　　　0(  447,606)
　引き続き検討することとする

【通常枠】4,300,000(5,199,822)
  昨年同額を計上する

8 医療的ケア非常勤講師設置費
［学校人事課］

32,467 50,723 50,723 看護師資格を有する非常勤講師を配置し、学校教育の環境の中で安
全な医療的ケアを実施できる体制を構築

  看護師配置数  ：  ８人  →  １３人
  要医療支援児童：５０人  →  ７２人

県立学校の概要(H16.5.1現在)
　・学 校 数　高校71校、特殊10校
　・生 徒 数　51,262人
　・教 員 数　 3,902人
　・棟    数　 　444棟

生徒いきいきプランの概要
　・背　  景　生徒数の減少、県立高等学校の再編
　　　　　　  （H14：74校→H19：64校）
　・目　  標　学びの選択肢を増やし、高校教育を活性化
　・実施内容  高校規模を適正化し、単位制高校や総合学
　　　　　　　科等の新しいタイプの学校、学科を整備
　

(内、
227,930は
16年3補前
倒し)
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9 学校給食運営事業費
［スポーツ課］

9,240 24,630 22,516 児童生徒の健康の保持増進と体位の向上のために、栄養バランスの
とれた学校給食をアウトソーシングにより実施する

　　長良養護学校    民間委託                  8,580(9,020)
新　郡上養護学校    郡上市大和給食センター    2,196
新　中濃養護学校    民間委託                 11,740(13,414)

・長良養護は２年目であり、１６年度実績に基づい
て計上する。
・新規の２校については他校での導入実績に基づき
所要額を予算計上する。

10 ２００５年FISA世界ボート選手権大会
開催推進事業費
［スポーツ課］

26,300 46,063 38,400 本県海津市で開催される「世界ボート選手権大会」の開催経費
  ＜大会の概要＞
　・日    程　H17.8.28～H17.9.4
  ・主　　催  国際ボート連盟
  ・主　　管  日本ボート協会、岐阜県、
              2005年FISA世界ボート選手権大会組織委員会
  ・会　　場　長良川国際レガッタコース
             （海津町、国営木曽三川公園内）
              ２,０００ｍ×１０レーン可能（世界有数のコース）
　・選 手 数  世界約６５カ国、約１,２００人
  ・参加者数  延べ約１０万人
             （大会期間を含む14日間の見通し）
 
  ・総事業費　約５億円
　・県負担額  組織委員会負担金合計(H15～H17)　　 　 　 50,000
　　　　　　　県内ＰＲ経費等(H14～H17)　　　　　　　　 25,700

　・H17経費 　組織委員会負担金　   　　 　　　　　　　 30,000
　　　　　　　PR経費、日陰ﾃﾝﾄ設置、事務的経費等　8,400(14,630)
　　　　　　　川辺漕艇場の空調設備設置工事費         0( 1,433)
                                                 [指定修繕対応]

・川辺漕艇場の空調設備設置については指定修繕対
応とする。
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11 スケート場整備事業費
新規　備品整備費
新規　クリスタルパーク施設管理費
［スポーツ課］

740,139 2,223,061 2,152,962 恵那市に全国レベルの競技大会にも対応可能な施設設備を備える400M屋
外スケート場を整備する （H17.12月オープン予定）
　・施設の概要
  　　建 設 地：恵那市武並町竹折地内
  　　総事業費：3,283百万円
      敷地面積：約５．５ｈａ
  　　施設概要：スピードスケートリンク(400ｍ標準ダブルトラック）
　　　　　　　　サブリンク（60ｍ×30ｍ）、照明塔(６基)
　　　建物概要：センターハウス(鉄骨一部ＲＣ２階建、延3,885㎡）
　　　　　　　　放送記録棟(鉄骨２階建、延242㎡）
  　　運営管理：指定管理者（特定者指名：恵那市）による運営
　
　・事業費内訳
　　　建設工事費                       1,864,028
      用地費等                            95,563
　　　建設工事監理委託等          27,723( 28,320)
　　　備品整備費                 133,000(200,471)
　　　　[備品の主なもの]
　　　　　初度調弁、トレーニング室備品、スケート競技用備品他
　　　スケート場施設管理費        32,248( 33,506)
　　　　うち、リンク維持管理委託料31,338[恵那市への委託料]
      開場式開催費　　　　　　　　　 400(  1,173)
　

[備品整備費]
県内、県外施設の整備状況にも鑑み、購入実績に基
づいて所要額を予算計上する。

リンク維持管理委託料について
　・支払いの範囲
　　　スケートリンクの組立・撤去・製氷業務
　　　等、特殊な経費の一部について県が負担

教育-4


